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令
和
３
年
度
事
業
計
画

　

５
月
９
日
、
笠
間
市
地
域
福
祉

セ
ン
タ
ー
と
も
べ
A
館
で
、
令
和

３
年
度
東
支
部
代
議
員
会
が
開
催

さ
れ
た
。

　

令
和
２
年
度
事
業
報
告
、
収
支

決
算
報
告
、
令
和
３
年
度
の
事
業

計
画
案
、
収
支
予
算
案
が
提
案
さ

れ
、
執
行
部
の
原
案
が
承
認
さ
れ

た
。

基
本
方
針

　
「
住
人
の
誰
も
が
安
心
し
て
生

活
で
き
る
環
境
づ
く
り
」
と
い
う

地
域
福
祉
の
理
想
に
近
づ
く
た
め

に
は
、
住
民
同
士
の
連
携
や
助
け

合
い
の
心
は
も
と
よ
り
、
そ
れ
ら

を
足
元
か
ら
支
え
る
「
顔
の
見
え

る
関
係
」
の
構
築
が
大
切
な
要
件

と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
と
い

う
思
い
も
か
け
な
い
状
況
の
中
で
、

昨
年
度
は
そ
う
し
た
関
係
を
作
り

上
げ
る
こ
と
が
い
か
に
難
し
い
事

と
痛
感
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
同

時
に
、
人
と
人
を
繋
ぎ
、
手
を
取

り
合
お
う
と
す
る
社
協
的
な
役
割

の
大
事
さ
を
、
大
変
貴
重
な
も
の

と
し
て
逆
に
実
感
で
き
た
年
で
も

あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
コ
ロ
ナ
が
ど
ん
な
軌
跡

を
た
ど
る
か
予
断
が
許
さ
れ
ま

せ
ん
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
コ
ロ

ナ
２
年
目
と
し
て
、
昨
年
度
と
は

違
っ
た
工
夫
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
事
業
が
こ
れ
ま
で
通

り
続
け
ら
れ
な
け
れ
ば
、
形
を
変

え
た
新
し
い
事
業
の
姿
を
模
索
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

令
和
３
年
度
、
東
支
部
は
４
ブ

ロ
ッ
ク
制
と
い
う
独
自
の
強
み
を

信
頼
し
つ
つ
、
一
つ
一
つ
活
動
を

通
し
て
理
解
と
協
力
の
す
そ
野
を

広
げ
、
新
し
い
や
や
不
透
明
な
時

代
に
立
ち
向
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

１ 

地
域
交
流
活
動
の
推
進

⑴
友
部
小
学
校
と
の
交
流

⑵
友
部
特
別
支
援
学
校
と
の
交
流

⑶
児
童
の
交
通
安
全
、
防
犯
活
動

　

・
通
学
路
立
哨
活
動（
登
校
時
）

　

・
青
色
防
犯
車
パ
ト
ロ
ー
ル

　

・「
安
全
教
室
」
の
開
催

⑷
地
区
敬
老
会
へ
の
参
画·

協
力

２  

人
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り

　

 

事
業
へ
の
支
援

⑴
地
域
交
流
事
業
に
対
す
る
支
援

⑵「 

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」づ
く
り
の

推
進

３ 

高
齢
者
の
親
睦
と

　
　
　
　
　

健
康
づ
く
り
支
援

⑴
輪
投
げ
大
会

⑵
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

４ 

子
ど
も
の
健
全
育
成
支
援

⑴「
子
ど
も
会
事
業
」へ
の
支
援

⑵
子
ど
も
会
と
の
交
流
懇
談
会

⑶
子
ど
も
会
へ
の
活
動
費
助
成

５ 

女
性
部
の
活
動

⑴
高
齢
者
福
祉
活
動

　

①
ミ
ニ
サ
ロ
ン

　

②
対
話
と
食
事
会

⑵ 

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
へ
の
配
食

サ
ー
ビ
ス
（
年
２
回
）

⑶
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
バ
ザ
ー
出
店

⑷
女
性
部
研
修
会

　

・
女
性
部
研
修

　

・
高
齢
者
配
食
調
理
勉
強
会

６ 

広
報
委
員
会
活
動

⑴ 

広
報
紙
「
支
部
だ
よ
り 

ひ
が

し
」
発
行
（
年
４
回
）

⑵
広
報
委
員
研
修
会

７ 

福
祉
推
進
員
研
修

支
部
委
員
・
福
祉
推
進
員
と
の
交

流
研
修

８ 

笠
間
市
防
犯
活
動
参
加
協
力

⑴
市
防
災
連
絡
協
議
会
の
出
席

⑵ 

年
末
特
別
警
戒
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
出
発
式
へ
の
参
加　

９ 

会
員
会
費
の
募
集

　

事
業
推
進
の
た
め
に
、
会
員
会

費
を
例
年
ど
お
り
皆
さ
ん
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
募
集
す
る
。

　

令
和
２
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
各
種
事
業
が
中
止
や
規
模
縮
小

に
追
い
込
ま
れ
、
会
計
上
の
異
例

の
残
余
金
を
生
じ
る
結
果
と
な
り

ま
し
た
。
支
部
で
は
返
金
そ
の
他

の
方
策
も
考
え
ま
し
た
が
、
積
極

的
に
将
来
の
災
害
等
に
備
え
る
資

金
と
し
て
活
か
そ
う
と
い
う
結
論

に
な
り
、「
災
害
支
援
基
金
」
と

い
う
名
目
で
積
立
を
行
う
こ
と

で
、
令
和
３
年
３
月
、
支
部
委
員

会
の
大
筋
の
了
解
を
頂
き
ま
し

た
。
当
基
金
は
通
常
の
事
業
の
補

填
な
ど
に
は
流
用
せ
ず
、
そ
の
執

行
に
つ
い
て
は
当
該
期
の
支
部
長

の
判
断
に
一
任
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

「
災
害
支
援
基
金
」
の
創
設

＜収入の部＞　　　　　　　　　　　　　 　 ＜支出の部＞

科目 R02年決算額 R03年予算額 科目 R02年決算額 R03年予算額

繰越金 281,224 705,571 事務費 18,285 20,000 

会員会費還元金 1,069,250 1,070,000 会議費 7,910 60,000 

福祉コミュニティ助成金 50,000 50,000 組織強化費 29,922 40,000 

広報助成金 106,925 107,000 慶弔費 0 20,000 

雑収入 4 21,429 事業費 138,209 278,000 

女性部 350,819 540,000 

広報委員会 206,687 250,000 

福祉推進員研修会 0 40,000 

地域活動推進費 20,000 220,000 

予備費 30,000 86,000 

繰越金 705,571 ＊400,000

合計 1,507,403 1,954,000 合計 1,507,403 1,954,000 

令和２年度収支決算と令和３年度収支予算 （単位は円）

＊ 〈支出の部〉R03年予算額の繰越金（400,000円）は災害支援基金

柿橋グラウンドの桜（撮影　内田利一）



令
和
３
年
度
東
支
部
役
員

（
＊
は
新
任
）

支
部
長 

鈴
木
義
雄

副
支
部
長 

小
島
力
男

副
支
部
長 
深
谷
正
孝

副
支
部
長　
　

＊
橋
本
八
重
子

会
計 

宍
戸
正
夫

会
計　
　
　
　

＊
藤
枝
耕
平

監
事 

塩
幡
高
男

監
事　
　
　
　

＊
市
川
芳
弘

　
【
女
性
部
】

部
長
（
兼
任
） 

＊
橋
本
八
重
子

副
部
長　

 

　

＊
海
老
澤
幸
子
（
南
友
部
）

　

＊
中
山
明
美
（
柿
橋
）

　

＊
友
部
節
子
（
宮
前
鴻
巣
）

　

＊
渡
辺
幸
江
（
五
平
）

広
報
委
員
長 

内
田
利
一

民
児
委
員
代
表

　

＊
瀧
本
一
（
南
友
部
・
宮
前
鴻
巣
）

　

＊
中
山
務
（
柿
橋
・
五
平
）

支
部
委
員
代
表

　

＊
海
老
澤
文
範
（
南
友
部
）

　

＊
森
博
英
（
柿
橋
）

　

＊
青
木
勉
（
宮
前
鴻
巣
）

　

＊
友
常
正
文
（
五
平
）

密を避けた代議員会

　

こ
の
度
、
女
性
部
長
に
任
命
さ

れ
ま
し
た
橋
本
で
す
。
女
性
部
は

地
域
の
高
齢
者
の
皆
様
と
の
「
思

い
や
り
・
絆
」
の
心
で
、
高
齢
者

福
祉
活
動
、
地
域
交
流
活
動
の
推

進
を
基
本
目
標
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
副

部
長(

ブ
ロ
ッ
ク
長)

を
中
心
に

高
齢
者
の
皆
様
と
の
ミ
ニ
サ
ロ

ン
、
対
話
と
食
事
会
や
小
学
生
の

見
守
り
な
ど
、
女
性
部
員
の
協
力

で
特
色
あ
る
活
動
を
推
進
し
て
き

ま
し
た
。

　

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

防
止
が
強
く
求
め
ら
れ
る
中
、
活

動
も
制
限
さ
れ
難
し
い
時
期
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
女
性

部
と
し
て
地
域
高
齢
者
の
皆
様
の

た
め
に
何
が
で
き
る
か
を
全
員
で

検
討
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
活

動
を
進
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 新

役
員
の
挨
拶

新
役
員
の
挨
拶

新
役
員
の
挨
拶

新
役
員
の
挨
拶

新
役
員
の
挨
拶

新
役
員
の
挨
拶

橋
本
八
重
子

副
支
部
長
兼
女
性
部
長

海老澤幸子　　　渡辺幸江  　　　　　友部節子

女性部の役員

　

小
嶋
俊
孝
さ

ん
は
昭
和
7
年

（
１
９
３
２
年
）、
笠

間
市
大
渕
の
農
家

の
長
男
と
し
て
生

ま
れ
、
教
師
を
志
し

て
茨
城
師
範
学
校

予
科
に
進
学
し
、
昭

和
30
年
に
茨
城
大

学
教
育
学
部
を
卒

業
し
ま
し
た
。
昭
和

36
年
に
は
、
県
立
中

央
病
院
で
看
護
師

と
し
て
働
い
て
い

た
横
山
よ
ね
子
さ

ん
と
結
婚
し
、
翌
年

に
中
央
病
院
の
向

か
い
に
新
居
を
構

え
ま
し
た
。

　

教
師
生
活
の
最

初
の
赴
任
先
は
岩

間
第
一
小
学
校
で
、
宿
直
で
寝
て

い
た
ら
夜
中
に
酔
っ
た
先
輩
に
た

た
き
起
こ
さ
れ
た
こ
と
が
思
い
出

の
一
つ
で
し
た
。
先
輩
は
友
部
駅

で
降
り
る
の
を
間
違
え
て
羽
鳥
駅

に
降
り
、
宿
泊
先
を
求
め
て
小
学

校
に
来
た
よ
う
で
す
。
教
師
生
活

は
友
部
小
学
校
長
を
最
後
に
定
年

退
職
し
ま
し
た
。

　

退
職
後
は
旭
町
に
あ
っ
た
筑
波

国
際
日
本
語
学
院
に
７
年
間
勤

め
、
そ
の
間
、
西
飯
田
区
長
を
４

年
間
、
そ
の
後
、
西
飯
田
長
寿

会
会
長
を
９
年
間
、
地
域
住
民

を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
昨
年

（
２
０
２
０
年
）
米
寿
を
迎
え
、

高
齢
者
叙
勲
に
て
瑞
宝
双
光
章
を

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

85
歳
の
時
に
は
、
子
供
に
勧
め

ら
れ
て
車
の
免
許
を
自
主
返
納
さ

れ
、
行
動
力
は
少
な
く
な
り
ま
し

た
が
、
週
２
回
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
に
は
ご
夫
妻
一
緒
に
参
加
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
庭
に
隣
接
す

る
70
坪
の
菜
園
に
は
、キ
ャ
ベ
ツ
、

ネ
ギ
、
ア
ブ
ラ
ナ
な
ど
を
栽
培
さ

れ
、
菜
園
で
作
業
を
す
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

元
気
の
源
は
、「
三
度
の
食
事

を
き
ち
ん
と
摂
る
」「
人
の
繋
が

り
大
切
に
」「
体
を
動
か
す
」
こ

と
で
す
。
最
近
、
耳
が
遠
く
な
っ

て
不
便
を
感
じ
る
よ
う
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
元
気
に
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。（
聞
き
手　

内
田
利
一
）

菜園での農作業

女性部の総会風景

　

規
約
第
５
条
の
支
部
役
員
の
中

の
支
部
委
員
（
区
長
）
26
名
を
代

表
4
名
に
変
更
し
、
支
部
委
員
代

表
は
第
13
条
に
規
定
す
る
ブ
ロ
ッ

ク
（
南
友
部
、
柿
橋
、
宮
前
鴻
巣
、

五
平
）
か
ら
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
名

ず
つ
と
し
た
。

　

５
月
９
日
、
地
域
福
祉
セ
ン

タ
ー
と
も
べ
に
て
女
性
部
の
総
会

が
開
催
さ
れ
た
。

　

友
部
地
区
社
協
で
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
の
治
療
に
当
た
っ
て

い
る
県
立
中
央
病
院
を
応
援
す
る

た
め
の
募
金
活
動（
エ
ー
ル
募
金
）

に
協
力
す
る
こ
と
を
決
め
、
東
支

部
も
社
会
福
祉
協
議
会
を
通
じ
て

3
万
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。

　

東
支
部
（
特
に
南
友
部
、
宮
前

鴻
巣
）
の
広
報
委
員
を
募
集
し
ま

す
。
広
報
紙
作
成
に
興
味
の
あ
る

方
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
下
さ
い
。
連

絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
☎
77 

― 

８
４
６
９  

内
田
ま
で
）

令
和
３
年
度
広
報
委
員

　

南
友
部
ブ
ロ
ッ
ク　

　
　
　

深
谷
チ
イ
子

　

柿
橋
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
　

宍
戸
正
夫　

岩
田
孝
司

　

宮
前
鴻
巣
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
　

内
桶
道
子

　

五
平
ブ
ロ
ッ
ク　

　
　
　

鈴
木
龍
子　

斎
藤
義
範

　
　
　

内
田
利
一

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
中
、
恐
怖
と
不
安
な
日
々
、

地
域
に
お
い
て
も
人
と
の
交
流
や

活
動
の
自
粛
、
未
来
あ
る
子
供
達

の
行
事
縮
小
や
部
活
動
に
影
響
が

及
び
、
と
て
も
残
念
で
す
ね
。
不

安
は
あ
り
ま
す
が
、
一
日
も
早
く

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
、
ウ
イ
ル

ス
の
収
束
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

そ
し
て
当
た
り
前
の
日
常
生
活
が

戻
っ
て
く
る
日
を
待
ち
た
い
で
す
。

　

自
然
の
移
り
変
わ
り
は
早
く
、

野
山
は
新
緑
と
な
り
、
鳥
た
ち
の

力
強
い
歌
声
に
癒
さ
れ
元
気
が
出

ま
す
。
今
後
も
皆
様
方
の
力
を
頂

き
、
地
域
の
情
報
を
お
届
け
し
た

い
と
思
い
ま
す
。（
深
谷
チ
イ
子
）

編
集
あ
と
が
き

東
支
部
規
約
の
一
部
改
正

令
和
３
年
度 

女
性
部
総
会

広
報
委
員
を
募

広
報
委
員
を
募

広
報
委
員
を
募

広
報
委
員
を
募

広
報
委
員
を
募

広
報
委
員
を
募

広
報
委
員
を
募

広
報
委
員
を
募

広
報
委
員
を
募

広
報
委
員
を
募

広
報
委
員
を
募

広
報
委
員
を
募

広
報
委
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橋本八重子 中山明美


